








































































































































































































・聴音 a moll ４分の２、４分の３、４分の４拍子 各８小節 臨時記号あり
・リズム及び視唱 『子供のためのソルフェージュ ２』（子どものための音楽教室編、音楽之友社）
































































































































































































































＜平成29年度 第17回 平成29年度 11月10日（金）＞
これまでも授業時には、時折質問をしたり意見を言い合ったりしているが、この日は、先週の「藝高定期演奏
会」に対する私の感想を簡単に述べ、一人ずつ反省や感想を発表してもらった。皆がかなり興奮して、自分の考
えを述べた。次のようなことである。
［３年生］
・高校生活最後の演奏会だったので、毎日朝練習をやり、下級生に付き合ってもらったが、たくさん練習した
ので、安心して弾けた。
・本番は練習よりうまくできなかったが、それなりにやりきった。
［２年生］
・去年は、初めてで緊張してしまい、よく覚えていないくらいだが、今年は、精神的に余裕があった。
・本番は失敗した。
・お客さんが多くて驚いた。
・来年あと１回しかないと思うと楽しみだ。
［１年生］
・先輩についていくだけで精一杯だった。終わった途端に涙が出た。
・とにかく大変だった。
・心が一つになった。
等、全員がいつになくはっきりと意見を言ったので、定期演奏会に向けての気持ちはそれぞれに高かったのだな、
と改めて思った。その後、誰ともなく、藝高における「邦楽」に対しての不満をいろいろと述べはじめ、それも
良い機会かと思い、聞いていた。今年度は、特に邦楽専攻生がこれまでになく多いので、その気持ちも分かる。
機会があれば、提言できることは私自身もしていきたいと思っている。学年を問わず邦楽専攻生で集まる時間は
ソルフェージュのみであろうから、このような時間も大切にしたい。その後、１人ずつ（１年のみ２名ずつ）、前
回の宿題（『コールユーブンゲン』No.36、６度音程）をテストした。それから、和音・伴奏付き聴音、『ダンノー
ゼル』の続き、?小さな空?を歌って終わった。
＜平成29年 第18回 平成29年11月17日（金）＞
次回は、３年生の試験であり、３年生のソルフェージュの授業が残り少ないことを確認した。３年生は３名で
あるが、さすがに経験を積んできただけのことがあり、よく１、２年生をリードしてきてくれたので、とても寂
しい。次週のテストでは、力を十分に発揮してほしいものだ。
［教材］
・和音を含む聴音
・リズム譜にメロディーをつける （『即興演奏の基礎』より）
・『コールユーブンゲン』 ７度（転回音程ふくむ）
・歌 ?夢をあきらめないで?
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［感想と反省］
・今回初めて、「作曲」に挑んだ。ハ長調４分の４拍子、８小節から始めた。音を思い浮かべて、曲想にも注意
して、と臨んだ。正直に言うと、あまり期待をしていなかったのだが、全員とても喜んで取り組んだ。提出
してもらい、次週にコメント付きで返却したが、レベルの差こそあれ、ほぼ全員が半分の課題をこなしてい
たことにとても驚いた。音符を書くことにも次第に慣れてきていたこともとても嬉しく思った。
・聴音では、このところ和音を弾いて「一番高い音・一番低い音」を答えてもらっているが、これまでさほど
意欲的ではなかった生徒が、一番早くとらえることができている。音はわかっているのに、それが音符に結
びつかない、と改めて感じた。
・視唱では、３年生がいつも明快に大きな声で歌ってくれるので、３年生がいなくなると声のリーダーがなく
なり、困ったことになる。もう少し２年生に頑張ってもらわなくてはならない。
・歌は、今回の曲は、伴奏がやさしいので、初見で２年生に弾いてもらった。指揮もまた別の生徒にお願いし
た。なかなかのものである。全体的に力がついてきたことが窺え、嬉しく思う。
＜平成29年 第19回 平成29年11月24日（金）＞
３年生が試験のため、初めて１、２年生のみとなり、欠席もあったので、なんだかとても寂しい気がした。当
初16名という人数に教材準備などてんてこまいだったように思うが、慣れるということは不思議なことである。
３年生との授業はあと２回を残すだけなので、次回から、３年生を囲んで座ろう、ということになった。いつの
間にか、とてもチームワークがよくなり、「藝高邦楽科」のようだ。
［教材］
・『ダンノーゼルのソルフェージュ』ヘ音記号の続き
・リズム ２拍子から８拍子までの初見練習
・聴音 ８分の３、８分の６拍子 調号を言わずに聴く（ト長調、へ長調、ニ長調）
・前回学習した「リズム譜にメロディーをつける課題」を返却し、指示された部分をピアノで弾く（自作品）
・歌?小さな空??夢をあきらめないで?
［感想と反省］
・聴音は、これまで「〇長調（短調） 〇分の〇拍子 〇小節」と言ってから行ってきたが、今回は、ハ長調
の視唱をやってから、調号は言わずに聴きとってもらった。「ト長調（♯１個）」と「ヘ長調（ １個）」まで
はよくできていたが、ニ長調になると聞き間違える、あるいはお手上げ、という生徒もいる。音の高低をよ
く聴いてイメージしてもらうためには、良い練習となった。教える際にも移動ドか固定ドか、悩むところで
ある。両方で歌ってみるが、どちらに聴こえるか、ということが分からない生徒も多い。
・８分音符を１拍とする読み方は、随分慣れてきたが、まだ自分で書くとなると慣れておらず、特に♪を連ね
て書くことができないケースが多かったので、これからも練習しよう。
・ピアノを弾くことができる生徒は多くいるが、曲の伴奏などで決まった生徒ばかりになってしまい、なかな
か普段は、鍵盤をさわる機会がない。今回は、一人ひとりの実力を知る意味でも、返却した自分の作品を弾
いてもらう、という課題を与えてみた。音符は書けるようになってきたが、鍵盤の前では、ハ長調でもすぐ
には弾けない生徒も数名いて、やはり、音と結びつくまではもう少し時間がかかりそうだ。１年生が、ト長
調とニ長調も弾けていたことには少々驚いた。クラスの友人にピアノを教えてもらっているそうである。
・今日も歌を元気に歌って終えた。３年生が充実した気持ちで終えられるようにしたいものだ。
５.終わりに
担当して２年目とはいえ、毎回毎回の授業をこなしていくことに精一杯で、一貫性を欠き、恥ずかしいばかり
であるが、自分の経験として、とても勉強になっている。16名分の教材を用意するだけで最初は大変であった。
昨年度は、１冊教科書を全員に購入してもらい、それを中心に行ったが、今年度は、人数とレベル差を考慮し
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て同じ教材の中で変化をつけていくことにした。また、出来ない方に合わせるか、出来る方に合わせるか、とい
うことはとても難しい問題だ。しかし、そこは実践しながら対応してきたつもりである。また、今後もその都度、
状況に応じて運用していきたいと思っている。
「楽譜・五線譜に慣れる」ために、いろいろな譜面を目に入れて読んでいく、歌っていく、聴いていく、書い
ていくということを常に忘れずに指導してきた。また、宿題やテストを通して、復習・予習を促すことの必要性
も大いに感じた。そして、提出物を通して、一人ひとりとコミュニケーションをとることも、今年度実践できた
ことだ。今後も続けていきたい。
まだまだやり足りないことばかりであるが、「邦楽専攻生のソルフェージュ」が専門実技に活かされ、藝高ソル
フェージュ全体のレベルアップにつながるように心して指導していきたい。
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